
学校教育課指導主事を講師として、市内で行

われている幼保小連携の工夫、「幼児教育と小

学校教育がつながるとは？」について学び、こ

れから活かしていきたいこと等について考え

ました。 

１年生の担任や担当者だけでなく、全教職員

で学ぶことにより、組織的な対応や学校全体の

理解の深まりによる 

持続可能な幼保小連 

携につながります。 

作の口小学校では、全教職員が連携園での保育体

験をしています。むくどりこども園では、保育体験

前に園長によるオリエンテーション、体験後に振り

返りを行いました。実際に見た子どもの姿を語る、

疑問や気になることを伝えることで、園で大切にし 

   ていることが分かった

り、これから園で体験し

ておきたいことに気づい

たりと、お互いに教育保

育を考えるきっかけとな

ったようです。 

毎年、生活科部会は希望する園の先生方も多く

参加し、お互いの学びを知る、考えることができ

る機会となっています。今年度は「おもちゃづく

り単元における主体的な学びの育成」をテーマに、

児童が活動に深く没入する状態を意図的に生み出

すことで、非認知能力を最大限に引き出し、その

変容を可視化することを目指した取組発表を受

け、生活科の授業づくりや園での遊びを通した学

び等についてグループ協議をしました。次年度は

公立認定こども園が取組を提案する予定です。 

北相中学校区では、相模湖こども園での

保育参観・協議会を毎年行い、幼保小中連

携に取り組んでいます。今年度は連携校の

他に、近隣の内郷小学校も参加し、３０人

以上の先生方と子どもの学びと育ちを考え

ました。０歳～１８歳までの学びを見通し、

学びの連続性・一貫性を図ることが求めら

れています。 

園校の依頼に応じて研修を行い、教育・保育 

の充実をめざす神奈川県架け橋センターによ 

る新規事業を活用し、２園がそれぞれ園内オ 

ンライン研修を行いました。 

新磯保育園では、公開保育・協議会も行い、 

新磯小学校の先生も参加し、園の保育と小学 

校教育のつながりについて考えました。 

キーワードは「遊びや学びの深まり」 


